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３
月
２
１
日
（
祝
）、
仙
台
市
泉
区
に

あ
る
泉
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室
を

会
場
に
、「
実
践
事
例
交
流
会
」
を
開
催

し
約
４
０
名
の
役
職
員
、
組
合
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
事
例
を
各
事
業
所
で
発

表
し
合
う
会
は
４
回
目
で
す
が
、
今
年

は
、
職
員
や
組
合
員
同
士
で
意
見
交
換

し
た
り
感
想
を
話
し
合
う
時
間
を
設
け

て
交
流
す
る
場
に
し
た
い
と
い
う
目
的

で
、
名
前
も
「
活
動
事
例
発
表
会
」
か

ら
「
実
践
事
例
交
流
会
」
に
変
更
し
ま

し
た
。 

施
設
の
掃
除
を
取
り
巻
く
状
況
を
説

明
し
な
が
ら
、
利
用
者
も
職
員
も
楽
し

く
安
全
に
施
設
の
運
営
に
関
わ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
「
泉
中
央
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
や
、
利
用
者
さ
ん

の
生
活
や
お
出
か
け
時
の
様
子
、
職
員

と
の
関
わ
り
か
ら
、
ひ
と
り
の
利
用
者

さ
ん
を
い
き
い
き
と
描
い
た
「
囲
炉
裏

庵
た
か
も
り
」、
１
年
を
通
し
て
の
も
の

つ
く
り
（
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
）
の
様
子
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な 

こ 
ひ 

た 

ぼ っ 

発表の様子 

各
事
業
所
の
苦
労
や
工
夫
を 

共
有
し
、
交
流
し
ま
し
た
！ 

～
第
４
回
実
践
事
例
交
流
会
～ 

 

お茶を飲みながら、 

感想を話し合いました 

mailto:koreikyo@poppy.ocn.ne.jp
http://miyagi.koreikyo.jp/
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や
そ
れ
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
感
想
、

そ
し
て
活
動
の
課
題
な
ど
を
示
し
た

「
高
森
杜
っ
こ
」
等
々
。
活
動
を
初
め

て
聞
く
人
に
も
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し

な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し
た
。 

各
事
業
所
か
ら
の
発
表
後
行
わ
れ
た

交
流
会
で
は
、
五
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
印
象
や
意

見
、
ま
た
高
齢
協
に
対
し
て
の
提
言
な

ど
、
様
々
な
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
数
字
で

は
見
え
な
い
具
体
的
な
活
動
内
容
が
わ

か
っ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

（
編
集
部
） 

 
 

 

 

            

                            

                            

                            
 

● 感想やご意見（当日アンケートより） 

○泉中央老人福祉センターの発表は、課題の認識、対応、

結果が具体的でわかりやすくよかった。資料も細かいとこ

ろまで書いてあり発表もはっきりしてよい。他の施設でも

利用できる事例が多く、発想も対応も素晴らしかった。効

率的で職員の負担も減らせ、働きやすい職場は余裕ができ

て利用者にとっても良いはず。 

○掃除と笑顔が成功している企業の共通項だが、泉中央老

人福祉センターはその意味でとても良かった。 

 

○いろり庵こぶしの発表で働く方々がどれだけ大変なの

か伝えたかったのかを思わせる発表者の力強さを感じた

が、もっと違う内容を知りたかった。 

○シフトの状況など苦戦している様子がわかった。 

○こぶしは職員募集？実践事例なので、ひとつの行事だけ

でも良かったのでは。声が大きすぎて聞きづらいところが

あった。 

○こぶしはもう少し利用者さんの様子を知れる内容だと

もっと良かったと感じた。 

 

○黒松杜っこの「雛相撲」はグッドアイデアだと思った。

参加して楽しかったのではないでしょうか。「あっぱれ」

のかけ声もいいヒント。子ども達を相手に事業所の皆さん

はさまざまな取組みを実践しているのが伝わってきた。ご

くろうさまです。 

 

○組合員の参加が少ない。 

 

○他事業所の活動内容を知れてとても良い時間となった。 

○いろいろな事業所の活動の様子が聞けて良かった。 

 

○組合員の参加が少ない。 

○他事業所の活動内容を知れてとても良い時間となった。 

○いろいろな事業所の活動の様子が聞けて良かった。 

○他の事業所の活動を見させて頂き、いろんな声を知るこ

とができ勉強になった。実践事例なので、活動の中身をも

っとわかりやすく詳しく聞きたかった。 

○他事業所の話を聞くことはいろいろ勉強になった。 

○各事業所がいろいろ工夫していることが良くわかった。 

○意見交流会でも、自分では考えられないような視点の意

見も聞け良かった。 

○全員が発言できる場として交流時間があったのは良かっ

たと思う。 

○意見交流会の時間をもう少し取れたら良い。 

○組合員の方がグループにいたことで、普段の業務以外に

も、今の子どもたちの将来のことを高齢協として、どう考

えていくのかなど考えさせられる良いきっかけになった。 

○組合員との意見交流は新鮮でいろいろ気づきがあった。

時間が足りなかった。もっと交流できる場が必要。 

○開催時期について検討が必要。 

○一行詩が良かった。 

○利用されている組合員さん、そして職員間のコミュニケ

ーションの大切さを感じた。問題意識を持つためには、情

報の共有化と現状把握が不可欠だと思う。皆が考え、高齢

協が良い方向へ向かえるようになることを期待している。 

 

黒松杜っこで作った節分の段ボール製「おに」 
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事
業
所
だ
よ
り
① 

 

〇
泉
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
仙
台
市
指
定
管
理
施
設
） 

平
成
３
０
年
度
を
迎
え
、
多
く
の
利

用
者
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
６
０
歳
以
上
の
仙
台

市
民
が
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。 

【
業
務
内
容
】
①
相
談
業
務
：
健
康
で

明
る
い
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
生
活

の
こ
と
や
ご
自
身
や
家
族
の
健
康
相
談

②
健
康
の
増
進
：
介
護
予
防
に
関
す
る

予
防
運
動
や
健
康
の
こ
と
、
地
域
で
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
な
ど
学
び

ま
す
。
③
教
養
の
向
上
：「
生
涯
学
習
」

の
場
、
生
き
が
い
活
動
に
繋
が
る
様
々

な
講
座
を
運
営
し
ま
す
。
④
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
：
セ
ン
タ
ー
の
講
座
か

ら
生
ま
れ
た
愛
好
会
・
サ
ー
ク
ル
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
季
節
の
行

事
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。 

【
主
な
設
備
】
浴
室
、
大
広
間
、
会
議

室
、
小
和
室
、
健
康
相
談
室
、
卓
球
、

囲
碁
、
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
、
電
位
治
療

器 【
開
館
時
間
】
９
時
３
０
分
～
１
６
時

３
０
分 

【
休
館
日
】
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始 

【
今
後
の
予
定
】 

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト 

７
月
：「
女
性
麻
雀
交
流
戦
」 

「
世
代
間
交
流
事
業
・
夏
休
み
教
室
」 

１
０
月
：「
セ
ン
タ
ー
祭
」 

１
１
月
：「
囲
碁
交
流
戦
」 

【
ご
参
加
く
だ
さ
い
】 

「
将
監
元
気
サ
ロ
ン
」
通
年
（
月
１
回
） 

元
気
体
操
や
歌
声
喫
茶
、
お
楽
し
み
企

画
満
載
！ 

「
野
菜
を
つ
く
ろ
う
」
通
年
（
月
２
回
） 

実
沢
の
畑
で
野
菜
を
作
り
ま
す
。
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
！ 

（
館
長 

半
澤
晃
） 

 

〇
い
ろ
り
庵
こ
ぶ
し 

 

（
小
規
模
多
機
能
型 

居
宅
介
護
施
設
） 

冬
は
、
こ
ぶ
し
の
皆
さ
ん
も
屋
内
に

こ
も
り
が
ち
で
外
出
の
機
会
も
少
な
く
、

春
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
先
日
、

花
見
に
七
北
田
公
園
や
桂
の
公
園
に
出

か
け
ま
し
た
。
一
気
に
心
が
開
放
さ
れ

た
の
か
、
終
日
満
面
の
笑
み
で
、
お
肌

も
つ
や
つ
や
。
心
地
良
さ
は
、
活
力
の

源
に
な
る
よ
う
で
す
。 

ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
遊
び
に
来
て

も
ら
お
う
と
、
毎
月
第
３
木
曜
１
０
時

か
ら
「
お
茶
っ
こ
会
」
を
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。
の
ぼ
り
も
作
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
様
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

（
管
理
者 

小
岩
眞
理
子
） 

 

             

◆
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
石
巻 

～
年
代
に
関
係
な
く
お
互
い
豊
か
に
～ 

「
遠
山
さ
ん
、
今
日
齋
藤
さ
ん
は
来
な

い
の
？
丹
野
さ
ん
は
？
」
と
隣
の
ア
パ

ー
ト
に
住
む
、
２
歳
半
の
銀
冶
君
は
毎

日
の
よ
う
に
遊
び
に
来
ま
す
。
マ
マ
は

つ
む
ぎ
ち
ゃ
ん
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
を
連

れ
て
、
銀
ち
ゃ
ん
の
お
や
つ
と
ひ
な
た

ぼ
っ
こ
に
来
る
顔
な
じ
み
の
方
々
の
お

茶
う
け
も
作
っ
て
持
参
し
て
き
ま
す
。

若
い
マ
マ
に
は
み
ず
み
ず
し
い
感
性
や

思
い
が
け
な
い
発
想
が
あ
り
、
高
野
豆

腐
の
ス
イ
ー
ツ
や
ミ
カ
ン
丸
々
一
個
入

っ
た
み
か
ん
大
福
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
高
齢
者
に
は
長
い
年
月
で
培
わ
れ

た
経
験
や
技
術
と
い
う
財
産
が
あ
る
の

で
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
石
巻
サ
ロ
ン
と
い

う
多
世
代
交
流
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
の
場

で
、
お
互
い
に
学
び
、
年
代
の
理
解
が

深
ま
り
、
人
生
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

「
郷
土
史
を
聞
く
会
」
と
セ
ッ
ト
の
昼

食
会
は
相
変
わ
ら
ず
の
人
気
で
す
。
定

番
の
「
お
習
字
教
室
」「
静
子
さ
ん
の
小

物
つ
く
り
」「
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
」「
お

花
教
室
」「
着
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
」

に
加
え
て
「
パ
ソ
コ
ン
愛
好
会
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
は
月
～
金

１
０
時
～
１
６
時
で
す
。
組
合
員
昼
食

会
と
し
て
う
ど
ん
・
そ
ば
を
２
０
０
円

で
提
供
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
食
堂
」

と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
が
、
組
合
員

で
あ
れ
ば
誰
で
も
う
ど
ん
・
そ
ば
が
気

軽
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
地
域
の
人
達

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
年
代
に
関
係
な

く
お
互
い
に
支
え
合
い
共
に
生
き
る
拠

点
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。 

（
理
事
長 

丹
野
幸
子
） 

 
とてもきれいでした 

お茶っこ会のぼり 
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作並街道 
←至山形 

地下鉄・ 

北四番丁駅 

北２出口 

フォレスト仙台 

↓至県庁・ 

市役所 

※
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た 

会場：フォレスト仙台 

（仙台市青葉区柏木1-2-45） 

 TEL：022-271-9340 

地下鉄：仙台市営地下鉄南北線「北四番丁駅」 

下車 北２番出口より徒歩約７分 

バス：JR仙台駅周辺のバス停より北仙台方面行き

に乗車し「堤通雨宮町」下車 徒歩約２分 

⇒仙台市営バスのりば １３番・１４番 

⇒宮城交通バスのりば ４番・６番 

（どちらも西口バスプール） 

【
日
時
】 

６
月
１
７
日
（
日
曜
日
） 

 
 

 
 

 

１
０
時
～
１
５
時
（
受
付
９
時
３
０
分
） 

【
会
場
】 

フ
ォ
レ
ス
ト
仙
台 

 

２
階
・
第
２
フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル 

（
下
記
地
図
参
照
） 

【
次
第
】（
予
定
） 

 
１
０
時 

 

講
演 

高
見
優 

連
合
会
長
理
事 

 
 

 
 

１
０
時
５
５
分 

開
会
・
議
長
団
提
案 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

議
案
提
案 

 
 

 
 

１
２
時
１
０
分 

昼
食
休
憩 

 
 

 
 

１
３
時
０
０
分 
質
疑
・
討
論 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
採
決 

 
 

 
 

１
４
時
４
０
分 

総
会
ア
ピ
ー
ル
提
案 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

閉
会
あ
い
さ
つ 

【
議
案
】
第
１
号
議
案 

 
 

 
 

 
 

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
と
決
算
承
認
の
件 

第
２
号
議
案 

 
 

 
 

 

２
０
１
８
年
度
活
動
方
針
と 

予
算
決
定
の
件 

第
３
号
議
案 

 
 

 
 

 

役
員
選
任
の
件 
 

 
 

 

第
４
号
議
案 

 
 

 
 

 

役
員
報
酬
限
度
額
決
定
の
件 

第
５
号
議
案 

 
 

 
 

 

議
案
決
議
効
力
発
生
の
件 
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【石巻地区】遠山ちよみ 高橋ふぢ子 菊地明 三宅葉子 冨永捷恵 佐藤静子 米谷明子 米谷行弘  

熊谷和子 齋藤弘子 

【東松島市】遠藤昇 

【塩釜市】邊見俊一 

【宮城郡】青木幹子 櫻井昭 伊藤照子 

【大崎地区】佐々木洋志 

【富谷市】中山博美 鈴木善輝 二関和枝 安藤由美 櫻井悦子 森田眞理 

【登米市】竹内信男 

【名取市】昆布谷清 昆布谷敏子 加藤政良 杵島末広 佐藤光子 長崎あさ子 伊藤惇 伊藤和恵  

千葉育也 

【仙台市青葉区】佐藤惠子 中村正利 萱場康子 大木正俊 安田英和 籏野昌弘 阿部文明 星正男  

 丸山博子 

【仙台市若林区】大木れい子 藤田均 

【仙台市泉区】熊谷圭子 渡辺法義 小池義昭 杉本是孝 橋本顕 吉田秀代 栗山雅子 白幡宗夫   

菊地喜多子 大森康市 斉藤秀子 笹原由蔵 堀内美代子 荒とみ子 市川敏子 赤間八重子 田中紀子  

菅野和美 平上博資 駒場寛子 高見雅子 三浦美穂 久保田純子 松原龍輝 吉田るり子 星野哲司 

二瓶桃香 狩野祐子 蛇口実華 釜田美由紀 福田美穂 二瓶由紀美 経田はるみ 加藤恵美子 小山治子 

佐藤紀子 齋藤一美 尾形千枝子 髙橋恵美子 桑嶋規 板橋暁夫 田村芳恵 沼澤雅衣 工藤敦子  

柏京子 小岩眞理子 中村守雄 若松幸子 白鳥誠 坂本より子 三浦文 早坂公子 早坂正昭  

【仙台市宮城野区】小野寺清 

【仙台市太白区】大槻明美 高橋紀武 阿部均 
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事
業
所
だ
よ
り
② 

 〇
囲
炉
裏
庵
た
か
も
り 

 
 

 
 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

 

春
風
が
暖
か
く
心
地
よ
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
囲
炉
裏
庵
た
か
も
り
で
は

お
花
見
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
近
く
の
公
園
や
ご
近
所
に

散
歩
に
出
か
け
る
機
会
も
多
く
な
る
と

思
い
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
新
年
度
に
な
り
管
理
者
が
永

野
ま
り
子
か
ら
若
手
の
丸
山
博
子
に
交

代
い
た
し
ま
し
た
（
永
野
は
引
き
続
き

勤
務
い
た
し
ま
す
）。
今
後
も
利
用
者
様

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
目
指
し
て
努
力
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
診
療
・
介
護
報
酬

の
ダ
ブ
ル
改
定
や
消
費
税
増
税
の
先
送

り
も
あ
り
医
療
・
介
護
・
福
祉
分
野
の

財
源
の
問
題
な
ど
で
、
社
会
全
体
が
不

安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
た

ち
は
皆
様
と
ご
一
緒
に
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
ま

で
同
様
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
管
理
者 

丸
山
博
子
） 

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
空
き
状
況 

            

               

◆
泉
西
部
地
域
福
祉
事
業
所 

～
今
年
度
も
ご
一
緒
に
～ 

い
よ
い
よ
２
０
１
８
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
楽
し
い
企
画
を
皆

さ
ん
と
ご
一
緒
に
考
え
な
が
ら
楽
し
ん

で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

＊
年
３
～
４
回
予
定
の
全
体
企
画
と
し

て
は
、
「
に
こ
に
こ
会
」
の
運
営
委
員

会
が
提
案
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
現
在
、

「
第
２
弾
七
福
神
め
ぐ
り
」
「
花
の
公

園
巡
り
」
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
「
動
物

園
」
等
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
高
森
地
区

懇
談
会
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
第
４
日
曜

日
１
０
時
～
１
３
時
ま
で
開
催
予
定
。 

 

＊
健
康
相
談
会
を
月
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
な
ん
で
も
健
康
相
談
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
下
さ
い
。
先
生
の

ご
都
合
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

第
２
水
曜
日
の
１
８
時
３
０
分
か
ら
の

開
催
で
す
。
ご
遠
慮
な
く
お
声
が
け
下

さ
い
。
連
絡
先
：
囲
炉
裏
庵
た
か
も
り

☎
０
２
２
‐
３
４
１
‐
９
５
８
３
ま
で 

（
所
長 

永
野
ま
り
子
） 

  

〇
黒
松
杜
っ
こ 

（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

～
卒
業
お
め
で
と
う
会
～ 

 

春
休
み
も
中
盤
の
３
月
３
０
日
（
金
）

に
、
「
卒
業
お
め
で
と
う
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
『
子
供
た
ち
に
思
い
出
が
残

る
よ
う
な
会
を
み
ん
な
で
』
と
計
画
し
、

会
に
む
け
て
、
利
用
児
全
員
で
お
手
紙

を
作
っ
た
り
、
飾
り
付
け
を
し
た
り
と
、

準
備
に
は
み
ん
な
で
関
わ
り
ま
し
た
。 

当
日
午
前
は
２
班
に
分
か
れ
手
作
り

お
や
つ
作
り
と
室
内
装
飾
、
お
昼
を
挟

ん
で
午
後
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
卒
業
生
に
は
賞
状
と
記
念
品
と

し
て
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
様
子
の
写
真

を
あ
つ
め
た
ア
ル
バ
ム
、
そ
し
て
み
ん

な
か
ら
の
お
手
紙
を
渡
し
ま
し
た
。 

          

月 火 水 木 金 土 日 

〇 〇 〇 〇 〇 × 休 

 

ボランティアさんと一緒に 

☆サービス提供時間 ９：３０～１６：４０ 

☆1日体験も随時受け付けしております。 
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五
年
間
の
思
い
出
も
含
め
た
卒
業
生

の
挨
拶
あ
り
、
ま
た
利
用
児
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
一
言
ず
つ
送
る
言
葉
が
あ
り
、
涙

ぐ
む
子
も
い
ま
し
た
。
職
員
か
ら
は
、

演
奏
付
き
で
歌
（
「
思
い
出
の
ア
ル
バ

ム
」
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
社
会
へ
の
旅

立
ち
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

（
所
長 

二
関
邦
人
） 

          

    

「
卒
業
お
め
で
と
う
」
の
く
す
玉
割
り 

（
再
利
用
す
る
た
め
、
み
ん
な
で
紙
吹
雪
を
ひ
ろ

い
集
め
ま
し
た
（
笑
）） 

 

 

〇
高
森
杜
っ
こ 

（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

～
バ
ザ
ー
開
催
し
ま
し
た
～ 

３
月
１
７
日(

土)

に
、
高
森
杜
っ
こ

初
と
な
る
『
バ
ザ
ー
』
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
へ
の
杜
っ
こ
の
周
知
や
交
流
、
子

ど
も
た
ち
の
活
動
の
充
実
が
目
的
で
す
。 

当
日
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か

ら
バ
ザ
ー
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
新

鮮
な
野
菜
や
お
米
、
そ
う
め
ん
も
準
備

し
ま
し
た
。
ご
近
所
の
方
か
ら
は
チ
ラ

シ
配
り
を
行
っ
た
時
に
「
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」
と
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い

て
、
当
日
は
地
域
の
方
は
じ
め
、
黒
松

杜
っ
こ
の
利
用
児
等
合
計
１
７
名
の
方

が
来
所
し
ま
し
た
。
店
員
役
と
な
っ
た

子
供
た
ち
も
、
来
て
下
さ
っ
た
方
々
と
、

緊
張
し
な
が
ら
も
積
極
的
に
商
品
・
お

金
の
受
け
渡
し
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

無
事
に
事
故
も
な
く
初
の
バ
ザ
ー
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
方

か
ら
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

と
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
か
、
何
人
く
ら

い
来
て
い
る
の
か
質
問
が
あ
り
、
事
業

所
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
と
い

う
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。
「
ま
た

や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
次
を
期
待
す

る
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
で
、
み
ん
な
で

遊
べ
る
オ
モ
チ
ャ
を
子
供
た
ち
に
選
ん

で
も
ら
い
購
入
。
日
々
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
く
れ
て
い
ま
す
♪
今
回
の
バ
ザ
ー

へ
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
所
長 

二
瓶
桃
香
） 

               

             

 

         
 

 

バザー品の数  々
 

利用児童も手伝ってくれました。 

 

 

購入したゲームです。みんなで活用！ 

 

車をよけてガレージを利用 
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小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所 

「
い
ろ
り
庵
こ
ぶ
し
」 

常
勤
職
員
：
１
名
（
介
護
員
） 

（
夜
勤
あ
り
・ 

パ
ー
ト
職
員
：
２
名
（
介
護
員
） 

 

勤
務
時
間
相
談
） 

職
務
内
容
：
訪
問
・
泊
ま
り
・
介
護
・
送
迎 

勤

務

地
：
仙
台
市
泉
区
高
森
６
丁
目 

勤
務
時
間
：（
基
本
）
８
時
３
０
分
～
１
７
時
３
０
分 

（
夜
勤
）
１
７
時
～
９
時 

 

（
早
番
）
７
時
～
１
６
時 

（
遅
番
）
１
０
時
０
０
分
～
１
９
時
３
０
分 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

「
囲
炉
裏
庵
た
か
も
り
」 

常
勤
職
員
：
１
名
（
介
護
員
） 

勤

務

地
：
仙
台
市
泉
区
高
森
３
丁
目 

勤
務
時
間
：（
基
本
）
８
時
３
０
分
～
１
７
時
３
０
分 

 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
杜
っ
こ(
児
童
指
導
員) 

常
勤
職
員
：
２
名 

パ
ー
ト
職
員
：
２
名 

職
務
内
容
：
障
が
い
を
お
持
ち
の
小
・
中
・
高
校
生
の 

放
課
後
の
ケ
ア
及
び
送
迎 

勤
務
地
：
仙
台
市
泉
区
南
光
台
・
寺
岡
・
黒
松
・
高
森 

勤
務
時
間
：
常
勤
９
時
３
０
分
～
１
８
時
３
０
分
の
８
時
間 

 (

長
期
休
み)

常
勤
７
時
３
０
分
～ 

１
９
時
３
０
分
の
間
の
８
時
間 

（
パ
ー
ト
は
５
時
間
程
度
） 

※
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
福
祉
の
お
仕
事
に
掲
載 

し
て
い
る
求
人
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

一
緒
に 

働
き
ま
せ
ん
か 

職
員
募
集
の
ご
案
内 

※急募！お願いします※ 

ぜひご紹介ください‼ 
お知り合い・ご近所・資格ある方大歓迎、一度お問い合わせください！ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

①
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

 

障
が
い
児
の
見
守
り 

電
話
：
０
２
２
‐
３
４
１
‐
１
２
１
６ 

（
杜
っ
こ
） 

②
囲
炉
裏
庵
た
か
も
り 

 

話
し
相
手
な
ど 

電
話
：
０
２
２
‐
３
４
１
‐
９
５
８
３ 

③
い
ろ
り
庵
こ
ぶ
し 

 

話
し
相
手
な
ど 

電
話
：
０
２
２
‐
７
７
９
‐
６
２
７
０ 

〇
震
災
復
興
支
援
ツ
ア
ー 

９
月
９
・
１
０
日
（
日
・
月
） 

〇
介
護
職
員
初
任
者
研
修 

８
月
～
１
１
月 

詳
細
は
決
ま
り
次
第 

お
伝
え
し
ま
す
！ 

 

 

 

《
編
集
部
の
つ
ぶ
や
き
》 

あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
で
さ
を

り
織
を
行
っ
て
い
る
作
業
所
を
取
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
が
自

分
の
作
品
を
皆
に
説
明
す
る
場
面

で
、
作
品
そ
の
も
の
よ
り
も
ど
ん
な

気
持
ち
で
つ
く
っ
た
の
か
を
細
か
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。
作
る
時
の
気
持

ち
は
そ
の
日
に
よ
っ
て
変
化
し
、
そ

の
「
揺
れ
」
が
作
品
に
反
映
さ
れ
、

織
物
の
模
様
も
変
わ
っ
て
く
る
と
の

こ
と
。
そ
の
変
化
を
自
分
で
受
け
止

め
、
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
、
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
そ
も
そ
も
、
自
分
の
「
障
が
い
」

を
そ
の
人
な
り
の
距
離
感
で
受
け
止

め
る
こ
と
で
、
作
品
と
い
う
表
現
に

つ
な
げ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
場
合
の
「
距
離
感
」
は
、
自
分

の
障
が
い
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
仲
間
同
士
よ
く
見
て
い

て
さ
り
げ
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。
人
間
関
係
の
「
距

離
感
」
も
大
切
で
す
。 

変
化
・
楽
し
み
な
が
ら
・
受
け
止

め
る
・
距
離
感
…
番
組
に
は
直
接
は

で
て
き
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
キ
ー
ワ

ー
ド
が
見
て
い
る
側
の
頭
に
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。
我
々
の
日
々
の
仕
事

に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
色
々
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
ｋ
） 

 
 

      

（
編
集
部
） 

 

 ５
月
の
日
程 

９ 

日 

理
事
会
（
第
７
回
） 

２
１
日 

監
事
会 

２
２
日 

県
生
協
連
理
事
会 

３
０
日 

理
事
会
（
第
８
回
） 

 


